
流 雪 溝 計画 水量
必 要 水 量 0 . 1 0
既 存 水 量 0 . 0 0
二 次 水 量 0 . 0 0
新 規 水 量 0 . 1 0

→

流 雪 溝 計 画 水 量
必 要 水 量 0 . 1 5
既 存 水 量 0 . 0 0
二 次 水 量 0 . 0 0
新 規 水 量 0 . 1 5

流 雪 溝 計 画水 量
必 要 水 量 0 . 1 4
既 存 水 量 0 . 0 0
二 次 水 量 0 . 0 0
新 規 水 量 0 . 1 4

指 首 野 川 余 水 吐
Q = 0 . 6 0

７ － ３ 分 水 工
Q = 0 . 2 0

流雪 溝 計 画 水 量
必要 水 量 0 . 2 0
既存 水 量 0 . 1 0
二次 水 量 0 . 0 0
新規 水 量 0 . 1 0

流 雪 溝 計 画 水 量
必 要 水 量 0 . 1 5
既 存 水 量 0 . 0 5
二 次 水 量 0 . 1 0
新 規 水 量 0 . 0 0

Ｂ ８ ．栄 町 地 区

流 雪 溝 計 画 水 量
必 要 水 量 0 . 3 9
既 存 水 量 0 . 2 9
二 次 水 量 0 . 0 0
新 規 水 量 0 . 1 0

Ｂ ３ ．常 葉 町 地区
1 8 h a

流 雪 溝 計 画 水 量
必 要 水 量 0 . 3 2
既 存 水 量 0 . 2 1
二 次 水 量 0 . 0 0
新 規 水 量 0 . 1 1

1 5 h a

9 h a

8 h a

→

7 h a

2 0 h a

4 h a

3 5 h a

1 4 h a

5 h a

信 夫隆 太郎 外 4 0 名

消 流雪 揚 水（ 若葉 町

揚 水機 ） Q = 0 . 0 9

6 h a

Ｄ４ ． 新 松 本 地 区

2 0 h a

中 の 川 左岸

Ｃ ２ ． 沖 の 町 地 区 1 2 h a

Ａ ２ ． 西 町～ 川 西 町地 区

5 4 h a

Ｂ ８ ． 栄 町 地 区 6 h a

流域 区 分 Ｄ

升形 川 左 岸

流 域 区 分Ｂ

指 首 野 川左 岸

Ｂ ６． 堀 端 町 ～ 新 町 地 区

4 7 h a

Ｄ ２ ． 日の 出 町 地 区

3 0 h a

Ｄ ６ ．松 本 地 区

2 3 h a

Ｂ １ ． 円 満 寺 地区

3 5 h a

Ａ １ ． 上茶 屋 町 ～

北 町 地 区

2 7 h a

Ｄ １ ． 東 谷 地 田 町梨 の 木 地 区

4 9 h a

Ｂ ５ ． 小 田 島 町～宮内 町 地 区 1 5 h a

Ｂ ９ ． 栄町 地 区

9 h a

Ｃ５

3 h a

Ｄ ５ ． 松 枝 ～ 下 金沢 町 地 区

2 7 h a

Ｃ ４ ． 下田 町 地 区

8 h a

Ｂ ２ ． 常 葉 町 ～ 本 町 地区 1 8 h a

Ｂ ４ ． 万 場町 ～ 大 町 地区

5 5 h a

Ｃ ３ ． 若 葉町 ～ 鉄 砲町 地 区 3 5 h a

Ｃ １ ． 東 本 町地 区

1 9 h a

Ｂ ７ ． 城西 町 ～

千 門 町 地区

3 0 h a

流 域 区 分 Ａ

指 首 野 川 右岸

流 域 区分 Ａ

指 首 野川 右 岸

流 域 区 分 Ｂ

指 首 野 川 左 岸

Ｄ ３ ． 上金沢町 ～ 末 広 町 地 区

3 5 h a

門堰

桂堰

上野 堰

1 0 h a消流雪用水（中道町
揚水機） Q=0.08

茶鍛冶堰
富田久三郎

消流雪用水（北町
揚水機） Q=0.04

消流雪用水（茶鍛冶堰）
冬期間： Q=0.20

消流雪用水（常盤
町揚水機） Q=0.20

流雪溝用水（万場町
揚水機） Q=0.10

消雪溝用水（沼田町
揚水機） Q=0.10

消流雪用水（御用水堰）
冬期間： Q=0.20

御用水堰 Q=0.26
新庄土地改良区

流雪溝用水（城西町
揚水機） Q=0.09

松本堰 Q=0.22
大場光雄外59名

吉袋堰
新庄市
Q=0.10

消流雪用水（大町
揚水機） Q=0.04

消流雪用水（栄町
揚水機） Q=0.10

宮田堰 Q=0.20
庄司久治

( 2 h a )
( 2 h a )

( 1 3 h a )

( 7 h a )

( 1 0 h a )

1 4 h a 7 h a


